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施策案１：つくば市役所１Fでの議会中継 

 

内容 つくば市役所１Fで、本会議の中継映像を放映する。 

※現在つくば市役所１F に設置されているモニターでは放映は不可とのことで

あるため、別の方法の検討が必要。 

効果 ・議場の様子を来庁者に確認いただける。 

・市民に議会を身近に感じていただくきっかけになる。 

・原則傍聴いただくことが出来ない児童及び乳幼児連れの方にも議場の様子が

確認できるようになる。 

費用 改善方法による。 

参考 つくばみらい市での YouTubeライブを活用した導入 

https://www.city.tsukubamirai.lg.jp/page/page001106.html 

 

笠間市での導入 

https://www.city.kasama.lg.jp/page/page005440.html 

 

御殿場市での議会中継視聴室の設置 

https://www.city.gotemba.lg.jp/gikai/gikai-info/1796.html 
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施策案２：市議会だよりを横書きにする 

 

内容 市議会だよりのうち、現在縦書きとなっている部分を横書きに変更する。 

レイアウト案は下記（左側）のとおり。 

効果 ・市議会だよりの読みやすさが向上する。 

・掲載できる文字数が増える。（一般質問欄では一人あたり 69文字増加） 

費用 無し 

参考 臨床眼科 60巻 7号 （2006年 7月発行） 

「縦書き・横書き文章における読書時の眼球運動の比較」 

 

↓施策案：横書き（713文字）       ↓現状：縦書き（644文字） 
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施策案３：市議会だよりのデザイン改善 

 

内容 市議会だよりのデザイン（全体のレイアウト・フレーム）を、若年層も含め、

幅広い年代の市民に議会だよりを読んでもらいやすくなるよう改善する。 

効果 上記のとおり改善することにより、幅広い年代の市民に議会への関心を持って

いただきやすくなる。 

費用 改善方法による。 

参考 令和５年１月に実施した議会報告会において、市民から市議会だよりのデザイ

ンを改善してほしいというご意見が複数寄せられた。 

 

先進事例：たちあらい町議会だより No.174より 
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施策案４：議会報告会への手話通訳者派遣 

 

内容 議会報告会に手話通訳の必要な方が参加される場合、開催日の１０日前までに

議会局に申請していただければ、議会の予算で議会報告会に手話通訳者を派遣

するよう手配する。 

効果 ろう者・聴覚障がい者への情報保障 

費用 派遣１回あたり１０万円程度 

参考 ・つくば市 HP：意思疎通支援 

・つくば市議会手話通訳及び要約筆記実施要綱 

・東広島市では、デフォルトで手話通訳、要約筆記を用意している。 
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施策案５：議会報告会の拡充 

 

内容 議会報告会・意見交換会の開催を拡充し、回数と場所を増やす。また、ワール

ドカフェ形式・ワークショップ形式での開催を目指す。 

効果 ・市民に直接意見を伺う機会が増え、議会機能が向上する。 

・市民が議員と直接話せる場の創出で、安心感を生み出せる。 

・堅いイメージが払拭され、気軽に来てもらえる議会報告会に近づく。 

費用 茶菓子など 

参考 長浜市のワールドカフェ形式での意見交換会 

https://www.city.nagahama.lg.jp/0000006650.html 

 

奈良市のワークショップ形式での議会報告会 

https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/145/10016.html 

 

湯沢市 

https://www.city-yuzawa.jp/site/gikai/4674.html 
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施策案６：議会の SNS運用 

 

内容 Twitter、Instagramを使用し、議会の動向を発信する。 

効果 ・議会が開催されていることを SNSを使用する市民に周知しやすくなる。 

・議会報告会の開催などを周知するための活用が可能となる。 

費用 無し 

参考 桐生市議会 Twitter 

https://twitter.com/kiryugikai?s=20 

 

八尾市議会 Twitter 

https://twitter.com/yao_shigikai?s=20 
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施策案７：YouTubeチャンネルの活用 

 

内容 つくば市議会チャンネルを活用し議会の見える化を推進する。 

効果 ・議会を題材にしたコンテンツを発信することで様々な世代に議会の情報を届

けることができる。 

・分かりやすく映像を編集することで、今までにない広報のあり方が期待でき

る。 

・ライブ機能と本会議の中継をリンクさせることで、YouTubeに備わる自動字

幕機能を利用できる。 

費用 無し 

参考 取手市議会 YouTubeチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCPecAD2aY0dSapfH3Q6Tj1A 

 

三芳市ライブ配信の事例 

https://www.town.saitama-miyoshi.lg.jp/gikai/gikai_live.html 

 

 

動画企画案 

・「教えて議長！〜市議会の仕組み編〜」 

議長に議会の仕組みを簡単に解説していただく。市役所と市議会のアクセルとブレーキの

ような説明を想定。 

 

・「教えて議長！〜委員会ってなに？〜」 

議長につくば市議会の委員会を簡単に解説していただく。所管を説明するために市役所の

部について説明いただいた上で、各正副委員長をご紹介いただく。 

 

・「R5.3 本会議・一般質問」 

中継された映像をアーカイブとして YouTubeチャンネルからも確認できるようにする。 

 

・「議員勉強会の様子」 

議会として行った勉強会・研修の様子を市民にも分かるよう映像化する。また、参加議員

からの感想や、議会の運営にどのように役立ったのかなどを報告。 
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施策案８：市議会へのご意見フォームの新設 

 

内容 ● Googleフォームにて、市議会へのご意見フォームを作成し、以下の方法で

市民に周知する。 

・市議会 HP 内にご意見フォームについての説明ページを新設し、フォー

ムへのリンクを掲載 

・市議会だよりの一画に、ご意見フォームについての簡単な説明と QR コ

ードを掲載（毎号への掲載を想定） 

 

● 原則として個別回答は行わず、あくまで各会派でご意見内容を確認すると

いう仕組みにする。（市民にもその旨をあわせて周知する。） 

 

● ご意見フォームに新規投稿があると、各会派の代表者に自動的に通知メー

ルが来るように設定する。 

 

● ご意見投稿者のメールアドレスは取得するため、各ご意見について会派で

さらに深くヒアリングを行いたい場合には、会派側から個別に投稿者にメ

ールで連絡をとることは可能とする。 

効果 ● 市民の方が、市議会に対して気軽に声を届けられるようになる。 

費用 無料 

参考 ・稚内市議会 

・鳴門市議会 

・川崎市議会 

※いずれの市議会も個別回答は実施していない。 

 

 
 

 

 

 




